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報道関係者 各位 

 

 

全国マタハラ未然防止対策キャラバンを実施！ 

 ―第１弾― 

①ハラスメント対応特別相談窓口を設置  

②OSAKA 女性活躍推進月間においていわゆるマタハラについての説明を実施 

 
男女雇用機会均等法及び育児・介護休業法が改正され、平成２９年１月１日に施行されますが、

改正法及び関係省令の施行により、いわゆるマタハラなど上司・同僚からの職場における妊娠・
出産、育児休業・介護休業等に関するハラスメントを防止する措置が事業主に新たに義務付けら
れることについて、事業主等に対する効果的な周知を図るため、厚生労働省では「全国マタハラ
未然防止対策キャラバン」を実施することとしております。 
大阪労働局（局長 苧谷 秀信）においても、その一環として、下記の取組を推進いたします。 

 

１ 妊娠等に関するハラスメントに対応する特別相談窓口を開設します！ 
大阪労働局では、平成２８年９月から１２月までの期間について、妊娠・出産、育児休

業・介護休業等に関するハラスメントに対応する特別相談窓口を開設し、当該ハラスメン

トについての労働者からの相談や事業主からの問い合わせ等に対応します。 

   
     

  
 
 
 
 
 
 

 
  たとえばこのようなご相談に対応します。 
   労働者の方から 

 会社に妊娠を報告したら「辞めてください」と言われた 

 契約社員だが自分は育児休業が取得できるだろうか 

 育児短時間勤務を取得したら賞与がまったく出なかった 

 介護休業取得を申し出たら「認めない」と言われた       など       
  会社の方から 

 会社で初めて育児休業の申出があったがどうすればよいか 

 妊婦に対する配慮や母性健康管理について知りたい       など 

 
 

大阪労働局発表 

平成 ２８年８月２９日 

 

【照会先】 

大阪労働局雇用環境・均等部指導課 

電  話（０６）６９４１－８９４０ 

 

大阪労働局 
Press Release 

大阪労働局雇用環境・均等部 指導課 

   〒５４０－８５２７ 大阪市中央区大手前４－１－６７ 

              大阪合同庁舎第２号館８階 

  TEL ０６－６９４１－８９４０  

    開庁時間 月～金（土日祝除く）８時３０分～１７時１５分 

特別相談窓口 
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２ 「OSAKA 女性活躍推進月間」にて改正育児・介護休業法等の説明を実施！ 

 
大阪労働局は、女性が様々な分野で活躍できる社会の実現に向けて、産官学等で構成す

る「OSAKA 女性活躍推進会議」）（大阪府設置）の構成団体となっています。 

推進会議では、今年度から新たに９月を「OSAKA 女性活躍推進月間」と定め、女性の活

躍推進に関するイベント等を集中的に実施します。 

大阪労働局では、当推進月間において、下記のとおり、いわゆるマタニティハラスメン

トについての説明や相談対応を行います。 

 
○「初歩から学ぶ労働基準法講座」 

   平成２８年９月５日（月）１３:００～１６：００ エル・おおさか エルシアター 
    改正育児・介護休業法等について説明 

 
○「セミナー＆特別労働相談会」 

    平成２８年９月１５日（木）１５：３０～１７：００ 
                 エル・おおさか南館４階 会議室 A 
     改正育児・介護休業法、いわゆるマタニティハラスメントについて説明 
 
 ○「女性輝く相談週間＆ワンストップ相談会」 
    平成２８年９月１５日（木）１３：００～１８：００ 
                 OSAKA しごとフィールド３階 
     セクハラ、いわゆるマタハラ等についてのご相談に応じます 
     ※原則として事前予約制 

 

 

  全国マタハラ未然防止対策キャラバン  

第二弾予告 

   平成２８年１１月、大阪労働局主催で 

   「改正育児・介護休業法等説明会」を開催予定です。 

   詳細は後日お知らせします。 

 

 
 

 

添付資料 
1. 特別相談窓口チラシ「いわゆるマタニティハラスメントに悩んでいませんか？」 

2. OSAKA 女性活躍推進月間リーフレット「変えようや、その働き方」 

3. 第２回初歩から学ぶ労働基準法講座 

4. セミナー＆特別労働相談会 チラシ 

5. 女性の活躍を応援するワンストップ相談会 チラシ 

6. 参考資料 妊娠・育休等を理由とする不利益取扱いの相談の状況 



※いわゆるマタハラとは 

・妊娠・出産・育児休業・介護休業等を理由とする不利益取扱い 

・妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメント 

■事業主からのこのような言動 ■上司・同僚からのハラスメント 

      マタニティハラスメントに悩んでいませんか？ 

こんな取扱いを受けたら法違反です 

・ 解雇された 

・ 契約が更新されなかった 

・ パートになれと強要された 

・ 減給された 

・ 普通ありえないような配置転換をされた 

 など 

例えばこんなことを理由として 
・ 妊娠した、出産した 

・ 妊婦健診のため、仕事を休んだ 

・ つわりや切迫流産で仕事を休んだ 

・ 産前・産後休業をとった 

・ 育児休業・介護休業をとった 

               など 

妊娠を伝えたら「次の契約更新
はしない」と言われた。 

正社員なのに、妊娠したら 
「パートになれ」と言われた。 

妊娠を報告したら 
「退職してもらう」 

と言われた。 

切迫流産で入院したら「もうこなくて
いいから退職届を書け」と言われた。 

「産休・育休は認めない」と言われた。 

妊娠・出産・育児休業・介護休業などを 

理由とする解雇などの不利益な取扱いは法律で禁止  されています。 

※男女雇用機会均等法及び育児・介護休業法 

※ 

いわゆる 

■事業主からの不利益取扱いについて 

職場でこんなことは 
ありませんか？ 

上司に妊娠を報告したら 
「他の人を雇うので早めに辞め
てもらうしかない」と言われた。 

妊婦検診のために休暇を取得した
いと上司に相談したら 
「病院は休みの日に行くものだ」
と相手にしてもらえなかった。 

育児短時間勤務をしていたら、 
同僚から 
「あなたが早く帰るせいで、ま
わりは迷惑している。」と何度
も言われ、精神的に非常に苦痛
を感じている。 

 
 
 

 平成２８年９月～１２月 

いわゆるマタニティハラスメントについて、 
特別相談窓口を設置します！！ 
 
大阪労働局雇用環境・均等部 指導課 
 〒５４０－８５２７ 大阪市中央区大手前４－１－６７ 

              大阪合同庁舎第２号館８階 

  TEL ０６－６９４１－８９４０  

    開庁時間 月～金（土日祝除く）８時３０分～１７時１５分 
  

 
 

平成２９年１月
以降も 

相談できます 

来局でも 
電話でも 
受け付けます 

資料№1 



男女雇用機会均等法が対象とする制度等 育児･介護休業法が対象とする制度等 

①妊娠中及び出産後の健康管理に関する措置 

 （母性健康管理措置） 

②坑内業務の就業制限及び危険有害業務の就業制限 

③産前休業 ④軽易な業務への転換 

⑤変形労働時間制での法定労働時間を超える労働時間の制限、 

 時間外労働及び休日労働の制限並びに深夜業の制限 

⑥育児時間 

①育児休業 ②介護休業 

③子の看護休暇 ④介護休暇 

⑤所定外労働の制限 ⑥時間外労働の制限 

⑦深夜業の制限 

⑧育児のための所定労働時間の短縮措置 

⑨始業時刻変更等の措置 

⑩介護のための所定労働時間の短縮措置 

①妊娠したこと、②出産したこと、③産後休業を取得したこと、 

④つわり等で能率が下がったこと               等 

対象となる事由（状態） 

事業主は、法律※１に基づき妊娠・出産、育児休業、介護休業等に関する 

上司・同僚からの職場でのハラスメント  の防止措置を講じなければなりません 

【１】制度等※２の利用への嫌がらせ型 
・ 制度等の利用を理由に解雇や不利益取扱いを示唆する言動 

・ 制度等の利用を阻害する言動 

・ 制度等の利用を理由に嫌がらせ等をする言動                                    

【２】状態への嫌がらせ型 
・ 妊娠・出産等を理由に解雇その他不利益取扱いを示唆する言動 

・ 妊娠・出産等を理由に嫌がらせ等をする言動                                    

※２ 制度等とは、以下のものをいいます 

※１ 男女雇用機会均等法及び育児・介護休業法 

これには２つの型があります 

平成29年1月1日施行！ 

（例えば･･･） 
・妊娠により立ち仕事を免除してもらってい
ることを理由に「あなたばかり座って仕事を
してずるい！」と、同僚からずっと仲間はず
れにされ、仕事に手がつかない。 

（例えば･･･） 
先輩が「就職したばかりのくせに妊娠
して、産休・育休をとろうなんて図々
しい」と何度も言い、就業意欲が低下
している。 

■上司・同僚からのハラスメントについて 

 
 
 
 
 
  
ハラスメントは、個人の問題ではなく会社の問題で
す。会社の人事労務等の相談担当者や信頼できる上
司に相談しましょう。労働組合に相談する方法もあ
ります。 
 社内に相談相手がいない時は、労働局など外部の
機関に相談しましょう。 

 

 
 
  

 
 
 
ハラスメントは、受け流しているだけでは状況は改善さ
れません。「やめてください」「私はイヤです」と伝え
ましょう。 
 黙って我慢していると事態をさらに悪化させてしまう
ことがあります。問題を解決していくことが、同じよう
に悩んでいる他の人を救うことにもつながります。 

 

会社の窓口に相談しましょう はっきりと意思を伝えましょう 

 ハラスメントを受けたときは・・ 

１ 事業主の方針の明確化及びその周知・啓発 
   ①妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメントの内容、②妊娠、出産等に関する否定的な言動が職場における妊娠、出

産等に関するハラスメントの発生の原因や背景となり得ること、③「ハラスメントがあってはならない」旨の事業主方針、④妊娠・出産に
関する制度、育児休業・介護休業等の制度が利用できる旨を就業規則等の規定や文書等に記載して周知啓発する 

２ 相談（苦情を含む）に応じ、適切に対応するために必要な体制の整備 

  被害を受けた者や目撃した者などが相談しやすい相談窓口（相談担当者）を社内に設ける 

３ 職場における妊娠・出産・育児休業・介護休業等に関するハラスメントにかかる事後の迅速かつ適切な対応 

  ハラスメントの相談があった時、すみやかに事実確認し、被害者への配慮、行為者への処分等の措置を行い、 
 改めて職場全体に対して再発防止のための措置を行う 

４ 職場における妊娠・出産・育児休業等に関するハラスメントの原因や背景となる要因を解消するための措置 
 妊娠・出産、育児休業等に関するハラスメントの原因や背景となる要因を解消するため、業務体制の整備など、事業主や妊娠等し

た労働者その他の労働者の実情に応じ必要な措置を講じる 

 

事業主が定める防止措置の内容 平成29年1月1日施行！ 



WEBからのお申し込みはこちら

http://shigotofield.jp/seminar_list/detail.php?id=a0V1000000GpPit




WEBからのお申し込みはこちら

http://shigotofield.jp/seminar_list/


 働く人々が、いきいきと活躍するためには企業や職場の
労務管理担当者が法令を正しく理解し、職場環境を整備す
ることが不可欠です。 
 是非、この機会に労働基準法を学んでみませんか。 

13:00～13:10  趣旨説明 
13:10～13:50  講座① ： 改正育児・介護休業法の解説 
13:50～14:10  講座② ： 無期転換ルールの解説 
14:10～14:20  休憩 
14:20～15:00  講座③ ： 労働基準法の解説【労働時間編】 
15:00～15:20  講座④ ： 労働基準法の解説【労働条件の明示・解雇編】 
15:20～16:00  講座⑤ ： 労働基準法の解説【割増賃金・年次有給休暇編】 
 
  ※ 労働基準法（講座①②を除く）の入門レベルの内容です。 
     また、講座②～⑤は７月７日に実施したものと同内容です。 

            大阪労働局労働基準部監督課 

                                  【 問合せ  電話 06（6949）6490 】 

当日の流れ 

http://osaka-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/hourei_seido_ 
tetsuzuki/roudoukijun_keiyaku/hourei_seido/kijunhoukouza.html 

第２回 



開 催 会 場 付 近 案 内 図 

●「新大阪駅」からは…地下鉄御堂筋線(新大阪～ 
 淀屋橋)→京阪電鉄(淀屋橋～天満橋) 

 
●「大阪駅」からは…地下鉄谷町線(東梅田～天満橋) 

 
●「難波駅」からは…地下鉄千日前線(難波～谷町 

9丁目)→地下鉄谷町線(谷町9丁目～天満橋) 

●京阪・地下鉄谷町線「天満橋駅」より西へ300m 

 

●京阪・地下鉄堺筋線「北浜駅」より東へ500m 

 

●地下鉄御堂筋線「淀屋橋駅」より東へ1,200m 

 

●JR東西線「大阪天満宮駅」より南へ850m 

〈お問合せ先〉 
 

大阪労働局 労働基準部 監督課    電話 ０６－６９４９－６４９０ 

http://www.l-osaka.or.jp/images/access/railroad.gif
http://www.l-osaka.or.jp/pages/access.html


セミナー＆特別労働相談会 

            総合労働事務所 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

         詳細、お問い合わせ、お申し込みは裏面に！ 
★ホームページもご覧ください！（インターネット申込も可能）

http://www.pref.osaka.lg.jp/sogorodo/event-index/index.html  

●主催 大阪府総合労働事務所 大阪労働局 一般社団法人大阪労働者福祉協議会 中央労働委員会（西日本地方事務所） 

 ●協力 大阪市域労働ネットワーク 

天満橋会場：06-6946-2600 

 鳳会場  ：072-273-6100 
 無料・秘密厳守！ 

＜特別労働相談会＞ 
 

夜間・土曜日 

も実施！ 

＜セミナー＞ 

http://www.pref.osaka.lg.jp/sogorodo/event-index/index.html


※定員超過の場合や万一の予定変更の場合、ご連絡を差し上げます。必ず電話番号をご記入ください。
※この申込書に記入いただいた個人情報については、セミナーに関する連絡のみに使用するものです。
※このチラシは、20,000部作成し、1部あたりの単価は3円です。

※ 9/14　13:30～　セミナー＆パネルディスカッション
　　同一労働同一賃金（労使関係セミナー）は
　　中央労働委員会事務局西日本地方事務所
　　（０６－６９４１－１５５５）にお問い合わせください。

連絡先電話番号

氏名（ふりがな）

会社・団体名

希望コース
　ご希望のセミナーすべてに

○をつけてください

（1） 9/14　15:30～　セミナー
　　職場におけるハラスメントとメンタルヘルス
　
（2） 9/15　15:30～　セミナー
　　改正育児・介護休業法について

★相談会 面談＆電話   天満橋：０６-６９４６-２６００  鳳：０７２-２７３-６１００ 

○弁護士相談/社会保険労務士相談/メンタルヘルス専門相談は、事前予約の際に、職員による相談を受けて 
  いただきます。また、弁護士相談/社会保険労務士相談/メンタルヘルス専門相談は、面談のみです。 
  詳細はお問合せを。 
 
○生活相談は、9月14日（水）、15日（木）の２日間で午前10時から正午、午後１時から午後４時までです。 
  お問い合わせは、（一社）大阪労働者福祉協議会 電話0800-200-0154 まで。 

  

★職場におけるハラスメントとメンタルヘルスセミナー 

★会場案内 地図/問合せ/申し込み/連絡先 

◆（1）「職場におけるハラスメントとメンタルヘルス」と（2）「改正育児・介護休業法について」は、 
  エルおおさか南館４階です。 
  また、定員は各４０人（先着順）です。電話・ＦＡＸ・インターネット等にてお申込みください。 
 
◆同時開催の労使関係セミナー「同一賃金同一労働について」の会場は、エルおおさか南館５階南ホールです。 

  また、定員は２００人（先着順）です。 
  詳細は、中央労働委員会事務局西日本地方事務所（06‐6941‐1555）にお問い合わせください。 

✄ 

★セミナー参加申込書 郵送・ＦＡＸ・持参用  お申込は、必要事項を記入して天満橋会場へ！ 

そうだ! 

労働相談に 

いこう！！ 

北大江公園 

土佐堀通り 
府立労働センター 
（エル・おおさか） 

  

松

屋

町

筋 

地

下

鉄

谷

町

線 

谷

町

筋 

「天満橋」駅 

４号出口 

日本郵政グループ 

大阪ビル 

大阪府総合労働事務所 

労働センター南館３階 
（エル・おおさか） 

京阪・地下鉄 

「天満橋」駅２号出口 

京阪本線・中之島線 

至天王寺 

至淀屋橋 至京橋 

至東梅田 

至光明池 

町 

大

阪

和

泉 

（エルおおさか） 

  

  

○大鳥大社 

阪 
  
大阪府総合労働事務所 

南大阪センター 

至泉南 

上 

鳳南町 

鳳駅下り 

鳳北町 

鳳東町 
堺市西区役所 

西堺警察署 

至東羽衣 

至和歌山 

至天王寺 

泉

南

線 

ＪＲ鳳駅 

泉北府民センター 
      ビル２階 

 天満橋    鳳 

日程（９/１４～１７）対応 日程（９/１４～１６）対応 

大阪府総合労働事務所 
 （エル・おおさか南館３階） 
 大阪市中央区石町２－５－３ 
 FAX：06-6946-2635 
 

大阪府総合労働事務所南大阪センター 
（泉北府民センタービル2階） 
 堺市西区鳳東町４－３９０－１ 
 FAX：072-2７3-6３00 
 
 



【保育のお仕事探し】  

もっと毎日を輝かせるために、あなたの悩みの解決をお手伝いする一日です。 

一人で抱え込まず、私たちと一緒に考えてみませんか？ 

相談の秘密は厳守します。お気軽にお越しください。 

 

主催：大阪府 共催：OSAKA女性活躍推進会議 

  

 【福祉のお仕事探し】 

    【就業に関する相談】 

相談会 女性のためのワンストップ 

相談 
無料 

 【女性の生き方など】  

  【法律相談】 

  

 

 【労働問題】 

大阪府広報担当副知事もずやん 

【起業・経営相談】 【雇用・労働相談】 

 

OSAKAしごと 

フィールド 

    大阪府 

よろず支援拠点 

大阪弁護士会 

総合労働事務所 

      大阪府 

保育士・保育所 

支援センター 

大阪労働局 

雇用環境・均等部 

指導課 

   
   大阪府 

母子家庭等就業・自立 

支援センター 

【ひとり親家庭】 

 

  
雇用労働相談   

センター 

【職場のセクハラ・マタハラ等】 

就職 起業 経営 法律   労働問題 セクハラ 

マタハラ 
  

          ■日時：平成28年9月15日(木) 13：00～18：00 

                                （最終受付 17：15） 

          ■会場：OSAKAしごとフィールド 3階 セミナースペース 

                        （大阪市中央区北浜東３－１４ エル・おおさか本館３階） 

          ■申込：申込方法は裏面をご確認下さい。 

etc 

  各分野のプロが 

お待ちしております！ 

 
ドーンセンター 

 大阪福祉人材 

支援センター 

参加機関 



                                                                                                 
※予約がない場合もご相談いただけます。 
                                                                                          

①インターネット  大阪府ホームページからお申込みください。  

 https://www.shinsei.pref.osaka.lg.jp/ers/input.do?tetudukiId=2016080033 

 

②ＦＡＸ  ０６－６３６０－９０７９  

     下記申込書に必要事項をご記入の上、お申込みください。 
                              
 
               平成28年９月１４日（水） 
 
        大阪府商工労働部雇用推進室就業促進課  
       女性就業推進グループ   

                  TEL 06－6360－9073          
                                                                                  

   

   【ワンストップ相談会 参加予約申込書】  

  ＦＡＸ ０６－６３６０－９０７９ 

   

※1  相談希望時間帯を選択してください。第1～3希望までご記入願います。 

     相談時間は1部門につき最大45分です。希望時間が重なった場合は、申込順を優先します。 

   相談予約時間は、お申込み後、ご記入いただいたご連絡先にお知らせいたします。 

※2  相談内容で該当する項目を選択してください。相談内容に応じて、適切な機関へとご案内します。 

※3 ご記入いただいた個人情報は、本事業の実施のみに使用いたします。  

1 

 

 

ふりがな   

氏   名  
  

 

2 

     連絡先               

   

※大阪府からの予約時間確定の連絡方法を１つ選択してご記入ください。 
□電  話 

□ＦＡＸ 

□メールアドレス 

3 第1希望  □①13～14時 □②14～15時 □③15～16時 

□④16～17時 □⑤17～18時 

相談希望時間帯

（※1）     

第2希望  □①13～14時 □②14～15時 □③15～16時 

□④16～17時 □⑤17～18時 

第3希望  □①13～14時 □②14～15時 □③15～16時 

□④16～17時 □⑤17～18時 

4 

相談内容（※2） 

（複数選択可） 

□就職相談  □保育業界の仕事  □福祉業界の仕事 □法律相談 

□起業・創業  □経営相談  □母子家庭の母等の職業相談・紹介 

□労働問題  □職場のセクハラ・マタハラ等  □女性の生き方など 

□その他（                         ） 

5 一時保育サービスの希望 □希望あり 

 OSAKA女性活躍推進月間 女性活躍推進イベント ワンストップ相談会    

申込方法 

申込締切 

問 合 先 

〔会場地図〕 

京阪線・地下鉄谷町線「天満橋駅」より西へ300m 

京阪線・地下鉄谷町線「北浜駅」より東へ500m 



                            

 

  

参考資料 

妊娠・育休等を理由とする不利益取扱いの相談の状況   

妊娠・育休等を理由とする不利益取扱いの相談（均等法第9条、育介法第10条

他）については、増加傾向にあり、特に労働者からの相談については、平成27年

度は441件（前年度343件）と、大幅に増加している。 
  

441 

343 

395 

357 

324 

245 

192 

109 

96 

990

776

736

0 200 400 600 800 1000

27年度

26年度

25年度

妊娠・育休等を理由とする不利益取扱い 相談件数

労働者

事業主

その他

 

 

 妊娠・育休等を理由とする不利益取扱い 相談件数内訳 

 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

合計 うち 

労働者 

うち 

事業主 

合計 うち 

労働者 

うち 

事業主 

合計 うち 

労働者 

うち 

事業主 

婚姻、妊娠・出産等を理由

とする不利益取扱い（均等

法第9条関係） 

348 197 107 365 182 134 438 208 143 

育休等を理由とする不利益

取扱い（育介法第１０条他 

関係） 
388 198 138 411 161 190 552 233 214 

合計 736 395 245 776 343 324 990 441 357 

※平成２５年度～平成２７年度において、大阪労働局雇用均等室で対応した相談件数 

 

資料№6 
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